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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，効果やコスト面から注目されながら，なかなか普及の進まないアジアにおける eラーニング，
とくに農業 eラーニングについての現状を分析し，今後の方向性を総括的に展望したこれまでに無い初めて
の研究成果である。とくに，自ら長年にわたり国際機関や民間企業の支援のもと非営利組織で実践した農業
eラーニングの経験の客観的分析や，過去例を見ない多数の回答者を対象とした国際アンケートの実施など，
その研究アプローチも新鮮で，内容とともに高く評価できる。本研究の成果は，アジアのみならず今後 eラー
ニングの普及が期待される発展途上国において，良き情報源でありガイドラインとなると確信する。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
